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日本野鳥の会全国一斉調査結果報告Ｉ

シギ・チドリ類全国一斉調査結果

1．シギ・チドリ類の記録数の変化（1973-1985）

日本野鳥の会研究部
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はじめに

日本野鳥の会の各支部および会員によって実施された「シギ・チドリ類全国一斉調査」は，

1973年９月に開始され1985年４月まで継続された．その１２年の間に春秋１回ずつのカウントが

行われ，莫大なデータが蓄積されている．シギ・チドリ類の主要な生息地である干潟が，開発

により全国的に減少してきた現在，本調査で得られたデータは，保謹や保全の対策をたてるた

めの基礎的な資料として重要な意味を持っている．蓄積されたデータの中から今回は第１報と

して，記録されたシギ・チドリ類の種と個体数について報告する．調査地ごとの特徴や生息環
境との関係などについては，次の機会に報告したい．

本調査は，1973年に143名の調査員によって始められたが，1977年に500名に達し，1983年か

らは1000名を越え，各地に在住する会員が調査員として参加いただいて初めて可能な，大規模

な全国組織の調査となっている.本調査の報告は,｢干潟に生息する鳥類の全国一斉調査報告書」

１～４，「シギ･チドリ類全国一斉調査結果報告」1978～1980,StrixVo1.1～４に掲載されて

いる．ただし，これらの報告は，単年の調査結果をまとめたものであり，全国規模で長期にわ

たるカウント結果の経年変化を示した報告は，日本では今回が初めてのことである．調査に参

加した方々 や支部代表委員の皆さま，研究ボランティアの方々 の長年にわたる熱意と努力によ

って調査が継続でき，ここに報告できることに，心から感謝申し上げる．

調査の経緯

本調査の第１回は，1973年９月に「干潟に生息する鳥類の全国一斉調査」として，干潟と干

潟に生息する鳥類の保護のための基礎資料を収集する目的で，日本野鳥の会と日本鳥類保謹連

盟の共催により実施された．その後，春秋ごとに一斉調査が継続され，1977年からは，対象
種をシギ・チドリ類に限り，調査地を内陸部へも拡大し，「シギ･チドリ類全国一斉調趣とし

て，日本野鳥の会が支部や会員を通して行ってきた．さらに，1982年９月からは第２ステップ

として，種と個体数のほか渡来地の環境についても記録を収集した．第２ステップは３年間で

あり1985年４月の一斉調査で終了とした．したがって，シギ・チドリ類の渡来数に関するデー

タは，1973年９月から1985年４月までの間に春秋それぞれ12回のデータが蓄積されている．そ

の間の調査地数と調査員数は，1973年９月に115か所143名，７６年４月に228か所，350名，７８

年９月に326か所，753名，1981年４月に426か所，873名，８３年９月に507か所，1145名，８５年
４月に504か所，1093名と増加している．
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図１．シギ・４ドリ類の種数，個体数と鯛盃地数の関係．
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Fig.１．Relationshipbetweenrecordnumberofwaderｓａｎｄｎｕｍｂｅｒｏｆｔｈｅｓｕｒｖｅｙａｒｅａ．

謂査地数と配録数の関係

1973年秋が９月30日，７４年春が５月３日，７５年が４月27日と９月14日，一斉調査の期日は，1973年秋が９月30日，７４年春が５月３日，Ｙｂ牛か４月ｚイロとソ月』4口，

76年秋が９月12日であった他は，４月29日と９月15日に実施されている．この期日は，それぞ
れの渡りの中期頃にあたる．

調査地数は毎回増加している．調査地数と記録種数，個体数の関係を示したのが図１であ
る．この図は1974年から83年までの秋のデータをサンプルにしている．図１より，増加しつつ
ある調査地は，種数が９種以下，あるいは，個体数が49羽以下の記録数が比較的少ない渡来地
であり，１５種以上，あるいは，500羽以上の記録数の多い渡来地は，調査当初より横ばいまたは

減少していることがわかる．また，図３および図４に示した記録個体数の合計を見ると，調査
地数の増加によると考えられる個体数の増加はみられない．そのため，調査地数は十分である
と考えられ，一斉調査で得られたデータは，渡りの途上の一断面の個体数ではあるが，その時
点での総個体数に近い数をとらえているとみることができる．

一方，図１からは，１５種以上の比較的種数の多い渡来地が1981年頃から減少しつつあること
がわかる．また，個体数500羽以上を記録する渡来地も1981年頃から減少しつつあるとみられ
る．種数や個体数の多い渡来地の減少は，渡来地の面穣の減少，環境の変化，あるいは単純化
などにより引き起こされたとみるのが妥当であろう．シギ・チドリ類の主要な生息場所である
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図２．優占甑の生変化．１．ハマシギ，２．チュウシャクシギ，３．シロチドリ，４．ムナグロ，５．トウ
ネン，６．キョウジョシギ，７．ツルシギ，８．オオソリハシシギ，９．メダイチドリ，１０．オバシ
ギ，１１．タカブシギ，１２．キアシシギ，１３．ソリハシギ，１４．ケリ，１５．アオアシシギ，１６．タシ
ギ，１７．ミユビシギ，１８．その他．
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干潟の開発が飽和し，一時的な生息場所となる埋め立て途上の湿地も生息不適となってしまっ

たのが，全国的にみるとこの頃ではないかと予想されるが，さらに検討が必要である.シギ・

チドリ類の渡来地としては，種数，個体数の多い大規模渡来地が減りつつあり，種数，個体数
ともに少ない小規模渡来地に変わりつつあるとみることができるだろう．

種数と個体数

１２年間に記録された種類は，春期が45～52種，秋期が42～55種であり，平均してそれぞれ４８

種，５０種であった．総記録個体数は，春期が67293～117399羽，秋期は33620～66239羽，平均
がそれぞれ約96000羽，約51000羽であった．種ごとの出現頻度，平均個体数，優占種の優占度
を表１に示してある．表１より，春期の優先種は，ハマシギ，チュウシャクシギ，シロチド

リ，ムナグロ，トウネン，ギョウジョシギ，ツルシギ，オオソリハシシギ，メダイチドリ，オ
パシギの10種，秋期の優占種は，シロチドリ，トウネン，ハマシギ，タカブシギ，キアシシ

ギ，ムナグロ，ソリハシシギ，ケリ，メダイチドリ，アオアシシギ，タシギ，ミユビシギの１２
種である．

図２は，優占種の種構成の年変化を示している．春期は各年ともハマシギが半数を占めてい

る．他の種の優占度は年によって変化し，順位が変わることもあるが，それぞれの優占度は低
く目立った変化ではない．ただし，シロチドリ，トウネンの優占度は，やや低くなりつつあ
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表1．記録された種の出現頻度，平均数個体数，優占度．

Table1．Speciesrecordedbysemi-annualwadercounts.ｏ：occurrencerate,ａ：averagenumber，
ｄ：dominantspecies．
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個体数の変化

図３と図４に春期および秋期の記録総数，各種の記録個体数を示した．記録個体数を変化さ

せる要因としては，繁殖地で育つヒナの数，渡りや越冬地で死亡する数など個体群動態に関係

すること，渡りの時期（天候等の影響による遅速）に関すること，渡来地の環境変化に起因す

ること，また，一日のみの個体数カウントであるという調査の制約によることなどが考えられ

る．このような諸要因が関与して個体数を変化させているため，変化の傾向やその原因を読み

取ることが困難である種が多いが，記録総数と個体数がどのように変化してきたかについて次

に示す．なお，図３と図４に示したのは毎年のカウントで100羽以上記録された種である．

１．記録総数

春は100,000羽付近を上下している．７５年から79年までは，やや上昇しているが，８０年以降

は，やや下降する傾向がみられている．秋は，50,000羽付近を上下し，７９年までは上昇，８２年

までやや下降，その後再び上昇している．春秋ともに80年を境に減少傾向がみられることは，

1000羽以上記録される地域が1975年以降減少し続けていること，500～999羽記録される調査地

が1981年から減少しつつあることで示される大規模渡来地の減少による影響が大きいと考えら
れる．秋の82年以降の上昇については，原因は不明である．

２．コチドリ

春秋ともに上昇しているが，秋にその傾向が明瞭であり，変動しながら上昇している．コチ

り，チュウシャクシギ，ムナグロでは幾分高くなりつつある．トウネン，ハマシギの優占度

は，比較的変化が多く，ケリ，アオアシシギは幾分増加しつつある．他の種の優占度には，目

立った変化は見られない．春秋ともにシロチドリの割合が減少しつつあるのが特徴である．
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ドリは，内陸よりで観察されるので，調査地の増加が内陸に及んでいることと関連していると

考えられる．

３．イカルチドリ

春は82年まで上昇しているが，その後やや下降あるいは横ばい．秋は79年まで上昇した後や

や下降し，８２年から急上昇している．秋の82年以降の急上昇は，調査地の増加が内陸に及んで

いることと関連している考えられる．

４．シロチドリ

春は79年をピークに，その後急激に下降しつつある．秋も年ごとに徐々にではあるが下降す

る傾向が明瞭である．特に春のデータで著しいこの下降は，国内のシロチドリの繁殖地が少な

くなっていることを示しているものと考えられる．

５．メダイチドリ

春秋ともに78年までは上昇しているが,その後,春は下降しつつあり，秋も変動しながら徐々

に下降しているとみられる．これは，７８年までは調査地の増加の影響を受け，それ以降は，大

規模渡来地の減少の影響を受けているものと考えられる．

６．ムナグロ

春は82年まで変動はあるが上昇を示し，その後下降している．８５年には再び上昇．秋も変動

しながら81年まで上昇し，その後は，下降しつつあるとみられる．これは，100羽以上記録され

る渡来地が81年まで上昇し，その後減少することの影響を受けているものと考えられる．

７．ダイゼン

春は79年まで上昇がみられ，８０年に下降するが，その後は横ばいとなっている．秋は，変動

しながらも徐々に上昇しつつある．

８．ケリ

春は82年まで上昇するが，その後は横ばいとなっている．秋は78年から急上昇し81年から，

ほぼ横ばいである．ケリの記録は，中部地方，近畿地方に片寄っている．全体的に上昇傾向に

あるのは，調査地の増加が内陸に及んでいることと関連していると考えられる．

９．キョウジョシギ

春は大きく変化しながら変動しているが，全体としてみると横ばいの状態とみることができ

る．秋も大きく変動し，７８年までは上昇しているが，その後は横ばいである．

10．トウネン

春は75年に一時下降したが，その後80年まではほぼ横ばいであった．しかし，８１年からは急

激に下降しつつある．秋は76年まで急上昇し，７９年までは横ばいだがその後は大きく変動しな

がら下降する傾向をみせている．８０～81年頃から急激に下降するのは，大規模渡来地の減少の

影響を受けているものと考えられる．

11．ウズラシギ

春の変動は大きく上下しているが，全体としては上昇する傾向がみられる．しかし，秋は，
79年まで徐々に上昇した後下降しつつある．

12．ハマシギ

春は79年まで変動しながら上昇しているが，その後下降し，８１年からは変動しながら横ばい

または幾分下降しつつある．秋は75年まで下降しているが，その後上昇し，８０年にピークにな

ったが，再び急下降している．７９年まで上昇するのは，調査地の増加の影響を受け，８１年頃か

ら急激に下降するのは，大規模渡来地の減少の影響を受けているものと考えられる．
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13．オパシギ

春はかなり大きく変動しているが，全体として下降する傾向がみられる．秋も変動が大きく

79年と81年にピークがある．

14．ミユビシギ

春は78年まで変動しながら上昇しているが，７９年に下降し，その後は変動しながら横ばいと

なっている．８５年には上昇．秋は78年までに徐々 に上昇しているが，その後は変動しながら横

ばいとなっている．

15．キリアイ

個体数が少なく，春は大きく変動しながら下降しつつあり，８１年以降は大変少なくなってい

る．秋は76年までは上昇したがその後は変動しながら下降している．個体数が少ないだけに渡

りの時期のずれの影響を受けやすく，１シーズン１回の調査では何ともいえないが，注意が必

要な種である．

１６．ツルシギ

春は変動しながらも全体として横ばいである．秋はかなり大きく変動し，７７～79年にピーク

があった．

17．アオアシシギ

春は75年に下降した後変動しながら全体としては横ばいである．秋は77年までやや上昇し，

その後横ばいであるが，８４年に急上昇している．

18.．クサシギ

春は個体数が少ないが，８３年まで変動しながら上昇しつつあり，その後下降している．秋は

大きく変動しているが，徐々に上昇しつつあるとみられる．全体的に上昇傾向にあるのは，調

査地の増加が内陸に及んでいることと関連していると考えられる．

19．タカブシギ

春は81年まで徐々 に上昇しているが，その後は下降．秋は，大きく変動しているが，全体と

しては横ばいとみられる．

20．キアシシギ

春は大きく変動しながらも全体としては横ばいの状態にある．秋は76年まで上昇した後に下

降し，その後は横ばいとみられる．

21．イソシギ

春は，変動しながら次第に上昇しつつある．秋も同様に上昇しつつある．これは，イソシギ

が内陸に生息するため，調査地の増加が内陸に及んでいることと関連していると考えれらる．

22．ソリハシシギ

春はかなり変動が大きいが，徐々 に上昇しているとみられる．秋は，７９年まで上昇した後，

82年まで下降し，再び上昇している．

２３．オグロシギ

春は，７８年に大きなピークがあり，８４年にも小さなピークがある．秋はかなり変動が大きい

が，全体としては横ばいである．

２４．オオソリハシシギ

春は変動が大きいが，全体としては，横ばいとみられる．秋はかなり変動しており，７８．７９
年にピークがあった後，８２年まで下降し，その後再び上昇している．
２５．ダイシャクシギ
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春は変動しながら下降しつつあるとみられる．秋は大きく変動しているが，全体としては横

ばいである．

26．ホウロクシギ

春は変動しながら下降しつつあるとみられる．秋は，８０年まで上昇した後，急に下降してい

る．８０年以降に減少傾向がみられるのは大規模渡来地の減少の影響を受けているものと考えら

れる．

27．チュウシャクシギ

春は変動しながら上昇傾向を示している．秋は，７５年までは上昇しているが，その後ほぼ横

ばいとなっている．

28．タシギ

春は変動しながら81年まで上昇し，その後は下降しつつある．秋は，７８年まで上昇した後横

ばいとなり，８２年からふたたび上昇している．

特筆すべき種の経年変化

各種の記録個体数の年変化においては，調査期間全体を通して増加傾向のみられる種，減少

傾向のみられる種があった．記録数の増加傾向のみられる種としては，コチドリ，イカルチド

リ，ケリ，クサシギ，イソシギ，タシギがあげられる．この傾向は，春秋ともにみとられる．

これらの種は，干潟よりも内陸の川原，埋立地，水田などで観察される種であり，調査地の増

加が内陸に及んでいることと関連しているものと考えられる．

記録数に減少傾向のみられる種としては，シロチドリ，キリアイが春秋ともに減少傾向を示

している．また，トウネン，オバシギ，ダイシャクシギ，ホウロクシギは，春のデータで減少

傾向を示している．この中で特に注目されるのが，シロチドリである．シロチドリは，調査期

間中通して秋の優占順位は１位である．しかし，優占度の年変化が図２に示されているが，観

察総数の中にしめるシロチドリの割合も，年々 減少の一途をたどっている．また，千葉県谷津
干潟（石川・桑原1983)，三重県（樋口・市川･木村1984）でも，シロチドリの個体数の減

少が報告されている．秋の調査で顕著にみられるこの傾向は，日本国内の繁殖個体群が減少し

つつあることを示すと考えられる．シロチドリは，干潟において一般的によく観察される種で

あるため，その保護の必要性について論じられることが少なかった．しかし，このような著し

い減少傾向を示す種の生息環境，特に，営巣環境の保全は，急務である．しかし，本種におけ

る生態，生息状況，および繁殖状況に関する資料は非常に少ない．すぐれた自然海岸の保護を
訴えるとともに，今後の調査研究が必要である．一方，ハマシギは，1980年頃から減少傾向を
示している．これは，大規模渡来地の減少と一致している．

春のデータで減少傾向を示しているトウネン，オパシギ，ダイシャクシギ，ホウロクシギに

ついては，越冬地である東南アジア，オーストラリアなどの国々 との共同調査を行い，国際的
な規模での保護を考えなければならないだろう．

おわりに

1973年から1985年までに実施されたシギ・チドリ類全国一斉調査の結果から，記録された種

および個体数の変化をまとめた．その結果，大規模渡来地の減少と，全国的にみて減少傾向の

ある種を見いだすことができた．特に，一般的によく観察され，本調査でも優占度が高い種が

減少傾向を示している．シギ・チドリ類を保識するために，次のステップとして必要なこと
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は，減少傾向のある種を中心として，シギ・チドリ類が生息するためにはどのような環境要因
が必要であるかを調べること．さらに，渡りの断面ではなく，全体をとらえるために，日本国
内だけでなく，繁殖地，越冬地の国々 と強力しあって渡りの期間を通した調査を行うことを考
えなければならない．本報告に対するご意見やご批判をいただければ幸いである．
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BirdSocietyofJapananditslocalchaptersfroml973tol985・Mostofcountsweremade
onApril29andSeptemberl5・Thenumberofcountingareawasincreasedfromll5
1ocationsatthefirstcountto5041ocationsatthelasto､e・Thoughthenumbersofcount
areaareincreasing,thetotalnumberofwadersarenot・Averylargepopulationofthe
waderspresentonthecensusdaywerecounted・Tablelpresentsthespeciesthatwere
recorded・Inl2springcounts,４５－５２speciesandanaverageof96259specieswaders
wererecorded;ｉｎtheautumncountstherewere42～５５speciesand50960waderson
average･Fig.２showsthepercentageofallspeciesrpresentedbythedominantspecies・
Fig.３and4showannualchangesinthenumberofeachspeciesinthespringandautumn
counts・Intheinlandcountareas,therewereinreasingnumbersoftherespecies；Ｃ・
血6向4s,Ｃ・PAzcjZjb4s,肱”e形z4s,moc”妬,盃柳o陀況“ｓａｎｄＧ・gzzﾉ”‘Zgひ.Thenumbersof
C・御沈ひﾉ姑,Ｃ,””，りs椀S,Ｍｚ〃”ｊＺｚａｎｄｊＷ，､adZZgzzsaz淀'@sisdecreasedinthespring
countandC.αjExzz"が"zdsandLJiz”邦g恥decreasedinbothcounts・
AoyamaFlowerBuilding,l-1-4Shibuya,Shibuya-ku,Tokyo１５０．


